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１．決算の概要
－ＰＬ－『売上高は過去最高となり、営業利益～当期純利益も増益となる』

22.2%5,93380.5%32,66681.4%26,732売 上 原 価

1,469

344

1,378

198

1,179

582

7,696

金額

－3.4%1,379△0.3%△90当 期 純 利 益

－△0.1%△20△1.1%△364特 別 損 益

215.6%5.0%2,0171.9%639経 常 利 益

－0.2%72△0.4%△125営 業 外 収 支

154.2%4.8%1,9442.3%764営 業 利 益

10.9%14.7%5,94416.3%5,362販 売 費 ・ 一 般 管 理 費

23.4%100.0%40,556100.0%32,860売 上 高

増減率構成比金額構成比金額

前年同期比2014年3月期2013年3月期科 目

・売上高：主に新エネルギー関連製品が増加した。製品別内訳は次頁に記載。
・販売費・一般管理費：荷造運送費・貸倒引当金・製品改修引当金が増加した。
・営業外収支：前期はデリバティブ解約損１６４百万円が発生。
・特別損益：前期は関係会社清算損３４６百万円が発生。

（単位：百万円)
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【部門別売上高】

・新エネルギー部門：太陽光発電配線ユニット・延長ケーブル、ＰＶＵ－Ｆｉｎｄｅｒの売上が増加。
・ワイヤーハーネス部門：主に車載用・事務機器用・産業機械用ハーネスの売上が増加。
・電線部門：復興需要の進展により売上が増加。
・ハーネス加工用機械・部品：加工用機械の売上が増加。
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【主要製品別売上高】

・太陽光発電配線ユニット・ケーブルは、日本および中国での販売が増加した。
・車載用ハーネスは､主に北米での販売が増加した。
・産業機械用ハーネスは、中国での販売が増加した。

9141,865951車載用ハーネス

2551,8191,564事務機器用ハーネス

3,64514,47010,825太陽光発電配線ユニット・ケーブル

204578374産業機械用ハーネス

△56527583アミューズメント用ハーネス

2321,5881,356白物家電用ハーネス

△1021,1361,238薄型テレビ用ハーネス

増減2014年3月期2013年3月期

（単位：百万円)
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【設備投資の状況】

【人員増減】

128765637有形固定資産取得額

136746610減価償却費

増減2014年3月期2013年3月期

5,296人

324人

4,972人

2014年3月末
（B）

5,413人

308人

5,105人

2013年9月末

539人4,757人合計

8人316人臨時従業員

531人4,441人従業員

増減(B-A)
2013年3月末

(A)

（単位：百万円)

主な投資内容
ユニオンマシナリ（タイ） ２５０百万円 ⇒ 新工場の土地・建物（工場移転）
インターコネクトテクノロジー ７１百万円 ⇒ 電線製造設備
ベトナムオーナンバ ７８百万円 ⇒ 太陽光発電配線ユニット製造設備
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－ＢＳ－ 『受注・売上の増加により資産・負債とも増加』

56.4%19,23960.3%18,257負債合計
43.6%14,89539.7%12,033純資産計

13.4%4,58715.7%4,727(長期借入金)

100.0%34,134100.0%30,291負債・純資産合計

16.2%5,51718.8%5,705固定負債
11.7%3,99614.9%4,507(短期借入金)
21.7%7,39321.6%6,516(買掛債務)
40.2%13,72241.6%12,552流動負債
100.0%34,134100.0%30,291資産合計
17.5%5,98818.8%5,683(有形固定資産)
26.6%9,08728.9%8,746固定資産
18.6%6,34418.6%5,616(棚卸資産)
35.4%12,08835.0%10,558(売掛債権)
16.8%5,74015.5%4,685(現金及び預金)
73.4%25,04771.1%21,545流動資産

構成比金額構成比金額

2014年3月末2013年3月末科 目

（単位：百万円)

・売上（受注）の増加により、売掛債権、棚卸資産、固定資産、買掛債務が増加。
・当期純利益の増加による借入金の返済で、短・長期借入金が減少。
・純資産は利益剰余金の増加と円安による為替換算調整勘定の影響で増加。
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-C/F- 【キャッシュフローの状況】

営業C/Fは税金等調整前当期純利益の増加でキャッシュイン。投資C/Fは固定資産の取得
によりキャッシュアウト。財務C/Fは借入金の返済によりキャッシュアウトとなる。
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【セグメント別売上高・営業利益】
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5 0

1 0 0 億 円2013年3月期 2014年3月期

全地域で売上高が前年度に比べ増加し、生産量の増加に伴い、アジアで営業利益が
大幅に増加した。

２．セグメント別業績



オーナンバ株式会社 9

３．２０１４年３月期のトピックス

① 新エネルギー関連製品の売上が大幅に増加

再生可能エネルギー国内需要の増加に対応し生産能力の増強を図った結果、

主力のＰＶＵ、延長ケーブルをはじめ、新製品のＰＶＵ－Ｆｉｎｄｅｒ、接続箱など

の製品売上が増加した。

②中国で産業機械向けワイヤーハーネスの量産を開始

日系ロボットメーカーの中国現地生産会社向けワイヤーハーネスの本格生産

販売を開始した。また、産業機械エンジンの需要増加に対応するため中国子

会社でワイヤーハーネスの本格生産体制を構築し販売を開始した。

③タイで車載部品新工場稼動開始

移転の部品新工場が完成し稼動開始。需要の増加しているタイ市場を中心に

生産販売の拡大を図る。
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４．２０１４年１２月期の経営戦略

①製品開発・新規開拓の促進

新エネルギー、車載、ロボット、医療機等の分野での製品開発。

新規開拓の専任組織化。

② 適地生産の見直しと生産体制の整備増強

労働環境の変化に対応したグローバルでの適地生産を見直し、

競争力の維持強化を図る。

③ 新製品生産体制の整備増強

ロボット用、車載向け等の新規品生産体制の構築。

④ コストダウンの徹底

生産性の向上、滞留品・輸送費等の削減。
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５．２０１４年１２月期の業績予想

今期の業績予想は、海外の旺盛な自動車部品関連製品の需要への対応と照
明・白物家電・産業機械用ワイヤーハーネスの拡販を織り込んで策定しました。
（なお、今期は決算期変更により従来の３月決算会社は９ヶ月決算となります）

△７１７１,３００２,０１７経 常 利 益

△５７９８００１,３７９当 期 純 利 益

△５９４１,３５０１,９４４営 業 利 益

△６,０５６３４,５００４０,５５６売 上 高

増減２０１４年１２月期２０１４年３月期

（単位：百万円)

1,865１７,５００１５,６３５ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス 部 門

【部門別売上高】

△1,920４,３００６,２２０ハーネス加工用機械・部品部門

△555２,６５０３,２０５電 線 部 門

△5,444１０,０５０１５,４９４新 エ ネ ル ギ ー 部 門

増減２０１４年１２月期２０１４年３月期
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本資料の将来予想に関する記述は、経済情勢や社会情勢の変化により、
実際の業績と異なる場合があることをご承知おき下さい。


